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研究成果の概要（和文）：本研究は、南アジア地域において、搾取や差別に対する闘いや農村の過疎化・疲弊に対抗し
て始まった社会運動の事例研究を行うことにより、自由化やグローバル化の中で急速に変貌する現代南アジア農村部の
変容過程に光をあてるとともに、「第三世界」における社会運動と開発についての新たな分析視点の構築に貢献するこ
とを目的とした。アクター・ネットワーク論などをはじめとする様々な方法論についての議論をおこない、日本の社会
運動の事例も検討しつつその有効性を検討した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined variety of social movements against exclusion and depri
vation in order to shed light on the dynamics of rapid changes occurring in rural South Asia under the con
dition of globalization, as well as to construct a new analytic perspective on social movements and develo
pment in the Third World. Through a series of seminars we discussed and evaluated strengths and limitation
s of various analytic tools, including those provided by Actor-Network Theory, examining there utility not
 only for understanding South Asian cases but also for Japanese cases.
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１．研究開始当初の背景 
 
 研究代表者と分担者は 1990 年代から、そ
れぞれに開発現象の人類学という問題設定
について考えてきた。1990 年代の人類学に
おいて開発への「言説アプローチ」のもとに
重要な批判的研究が行われたが、やがてそれ
らの限界も明らかになってきた。言説アプロ
ーチの主唱者のひとりであるエスコバール
は、「開発言説から自由になり、社会運動に
参加すること」を唱えていた。しかし研究代
表者らはエスコバールのように開発と社会
運動を峻別し、二者択一を迫るという問題構
成に疑問を感じていた。そこで、社会運動自
体を開発運動として捉えるという方向性を
探ったのである。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、南アジア地域において、搾取や
差別に対する闘いや農村の過疎化・疲弊に対
抗して始まった社会運動の事例研究を行う
ことにより、自由化やグローバル化の中で急
速に変貌する現代南アジア農村部の変容過
程に光をあてるとともに、「第三世界」にお
ける社会運動と開発についての新たな分析
視点の構築に貢献することを目的としてい
る。ネパールにおける債務農業労働者の解放
運動と南インドのダリト(被差別カースト)の
地位向上運動を中心的な事例としつつ、バン
グラデシュの農村の疲弊と過疎化に対抗す
る農業改革と伝統保持の運動等を比較事例
として研究し南アジア地域の社会運動の固
有性と多様性をとらえることをひとつの目
的とする。またさらに日本の水俣学研究者ら
との議論を通して、事例研究にとどまらない、
社会運動と開発についての広い比較の視座
構築の可能性を探る。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、社会運動や開発実践のいとな
みを、多面的で多声的な過程として記述・分
析することをめざし、その方法の一つとして、
プロセス・ドキュメンテーションというアプ
ローチを用いる（Mosse 2004; 足立 2005）。
これは、出来上がった結果としての社会運動
や開発から遡及するのではなく、できあがり
つつある過程からそれらを記述し、読み解こ
うとする姿勢であり、そのための記述手法を
追求するものである。ここでは、民族誌的な
要素を取りいれた、時系列での詳細な記述を
前提としつつ、さまざまなアクターによる多
様な解釈や交渉・競合をとらえることになる。
本研究においては、現地の研究協力者による
継続的なドキュメンテーションも行う。本研
究の研究代表者および分担者はそれぞれの
地域での長年にわたる調査経験を持ち、それ
ぞれの運動の主体と、すでに強い信頼関係を

築いている。これらの経験と関係を土台とし
て実証的事例研究の地域間比較を行うため
に、4 年間の研究期間をとおして、以下のよ
うな 4つの作業を行うことになる： 
 
（1） 国内の研究会において、分析枠組と
プロセス・ドキュメンテーションを含む調査
方法についての検討を行う。 
（2） 現地調査と現地研究協力者との連
携にもとづく各事例の研究。 
（3） 各調査地で研究代表者・分担者全員
による合同調査及び研究会を行い、相互の事
例についての理解を深める。 
（4） それぞれの事例研究をつきあわせ、
社会運動と開発についての地域間比較を行
い、その双方を論じるための新しい分析枠組
を提示する。 
  
４．研究成果 
 
 初年度には、各分担者がそれぞれの担当の
事例についての臨地調査を行った他、社会運
動と開発をとらえる新しい視点を構築する
ために関運のある先行研究(特に権利論、科学
技術論、歴史社会学)についての文献レビュー
と議論を行った。第二年度目においては、各
事例についての臨地調査を継続する他、水俣
学研究との対話を行うことなどを通してよ
り普遍性と柔軟性のある、分析記述言語を探
求した。理論的動向としては、とくに教育学
における、文化活動理論（エンゲストローム
ら）や、アクター・ネットワーク理論と政治
理論の架橋を巡る論考を参照しながら議論
を行った。 
 第三年度目はとくにネパールにおける債
務農業労働者解放運動の展開とタルー人の
自治州要求運動、南インドにおけるダリトの
儀礼実践を中心的な事例として検討した。 
これらの事例をめぐり、社会的事実を「動き」
や「アッサンブラージュ」という視点からと
らえることの有効性について議論した。また
「人権」や「民族自治」、「主体性」や「アイ
デンティティ」といった概念を動員し、人口
統計や地図などの統治技術に積極的に関与
しつつ行われる社会運動に対する、Latour ら
の言うネットワークや subscription 等の概
念の有効性を検討した。これらについて代表
者がネパールのカトマンズにおける国際学
会で発表し、研究者や民族主義運動の当事者
と議論を行った。またこれら「民族」や「カ
ースト」といったアイデンティティの構成や
それをめぐる事例についての論議をすすめ
る一方で、ネパールにおけるコミュニティ・
フォレストリーおよび「森林使用者組合」
(forest user-group)にも着目して、民族や
カースト・アイデンティティではなく、森林
という再生可能資源を核とした集団性の構
築やそこにおける小規模で土地に密着した
民主制のあり方や、包摂と排除をめぐる動態
を探求した。さらには、各分担者が日本の公



害、軍事基地、原子力や震災復興をめぐる事
例を検討し、南アジアの事例と比較しつつ、
それら双方の理解に資する方法論的視座の
構築に努めた。 
 これらの調査と議論の積み重ねを通して、
社会運動と開発の研究における、プロセス・
ドキュメンテーションやアクター・ネットワ
ーク論などによって提案されてきたさまざ
まな概念や方法の有効性や、現時点での限界
が明らかになってきた。これらの事例研究や
方法論的議論の成果は『アジア・アフリカ地
域研究』13 巻 2号（2014）における特集をは
じめとする、以下のようなかたちで公表され
た。 
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